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●小中高生向けの出前授業や、子ども向け議会だよりを
作ったらどうか
●学生が実際に議会で陳情してみるというアイデアが
実現したら面白そう
●議会の「堅い」「入りづらい」イメージを、市民の生活に
近い場所でやることで変えていけるんじゃないか

特 集

｜特  集｜ ギカモニさん、あらたな一歩。
（議会モニター）

新メンバー意気込み傍聴してみてどうだった？

ギカモニさん、
あらたな一歩。

（議会モニター）

今期より議会モニターとして活動します。
昨年度からの継続メンバーの皆さんと視
点を掛け合わせ、より良い提案につなげた
いと思います。議会と密に関わる機会を通
して、多くを学びながら活動したいです。

意見交換会に参加し、議員への印象が良
い意味で変わりました。親しみやすさを感
じたほか、自分の意見が実際に議場で取り
上げられたことで、議会をより身近に感じ
ることができました。

産屋敷　美冬 さん
（兵庫県尼崎市出身／３年生）

大町　理乃 さん
（福知山市大呂出身／2年生）

私は委員会を傍聴しました。議員が市民の
視点から行政の課題を質問し、市職員が丁
寧に説明する姿が印象的でした。傍聴を通
して、委員会が本会議に向けて議論を深め
る重要な場であることを学びました。

6月11日に本会議を傍聴しました。正確で
円滑な議事運営が印象に残る一方、初め
ての傍聴では議論の実態を十分に感じ取
ることはできませんでした。次回は委員会
も傍聴し、理解を深めたいと思います。

小澤　みく さん
（島根県安来市出身／2年生）

三沢　心太郎 さん
（福知山市大江町出身／2年生）

ギカモニさん目線で議会をチェック！ギカモニさん目線で議会をチェック！

昨年１０月から議会をより分かりやすく開かれたものにするために、福知山公立大学地域経営学部・
杉岡秀紀ゼミの皆さんに協力いただきスタートしたギカモニさん（議会モニター）。新年度となり
新たな学生も加わり１５名で活動を本格的に実施していきます。

14名のギカモニさんが6月定例会の期間中、5日間、実際に傍聴してきました。
「議会ってちょっと堅そう…」と思っている方にこそ届けたい、傍聴のリアル！

●議員の生の発言が聞ける
●税金の使い道が見えてくる
●行政と議員の“本気”が伝わる
●委員会は特におすすめ

「入っていいのかな」「マナーが心配」という方も多いはず。

●市役所内から気軽に立ち寄れます
●服装や特別な準備は必要なし
●静かに座って見ているだけでOK
●資料はモニターや配布物で確認できます

昨年度よりもっと活動の幅を広げ、さらに若者や市民が
議会をより身近に感じられる取り組みを広げていきます。

最大の
課題

議会は、私たちの暮らしに直結する話し合いの場。
ギャップを埋める意味でも、議会モニターしていきます！

意見交換会で出た主な意見

議会側は公開しているが、市民側が
理解し参加する仕組みが十分ではない

分からないことがあれば、
市役所5階議会事務局に
気軽に聞いてください。

傍聴者用
端末の貸出

傍聴しやすい環境を作る
ことが傍聴者を増やす
ことにつながる

傍聴席に
バインダー・
机を設置

傍聴マナーを
説明

メモが取りやすくなると
理解しやすいのではないか

初めての傍聴であった
私たちにとって何が禁止で
あるのか分からなかった

提案1 提案2 提案3

行ってみたら、こんな発見！ はじめてでも大丈夫！

5月12日（火）にギカモニさん委嘱式と意見交換会を行いました。

さらによくなるために
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令和８年６月定例会のポイント
（令和8年6月2日～6月24日／会期23日間）

請願は賛成少数で不採択 （詳細はP7、8へ）
医療・介護労働者の処遇改善実現に必要な財政措置を国に求める請願
福知山市における「脱炭素先行地域」事業の見直しと地域特性に即したエネルギー政策を求める請願

令和8年度一般会計補正予算など34議案すべて可決・承認！可
決 令和8年度一般会計補正予算（12事業） 総額1億3,239万円

ゼロカーボンシティ推進事業 補正予算額　6,259万円 （詳細はP5へ）
脱炭素先行地域づくりにかかる工期が複数年にわたることを見込み、次年度以降の支出の上限

（債務負担行為）についても議決しました。【実施予定期間：令和8〜10年度】
TOPIC1

脱炭素先行
地域づくり

補助金

債務負担行為（すべて国支出金を活用）

令和9年度 3億2,666万円

令和10年度 1億3,333万円

計 4億5,999万円

条例改正5議案 （詳細はP6へ）
高齢者やごみ出しに支援を必要とする世帯を対象 令和8年10月の家庭ごみ戸別収集開始に向けて条
例改正など

物品の取得2議案　総額5,354万円 （詳細はP6へ）
◇高規格救急自動車1台の更新（消防署北分署配備）
◇スチームコンベクションオーブン4台の更新（学校給食センター）

〈その他、議会が注目した予算〉（詳細はP5へ）
◆ごみ収集運搬事業 
◆コミュニティ助成事業　
◆保健衛生一般経費事業（福知山医師会看護高等専修学校の運営費を追加補助）

花火大会関連事業　525万円
実行委員会と市が共催して行う花火大会で、新しい試みとして福
知山城・天守閣、市庁舎の特別観覧席を設置することなどを支援

TOPIC2

議員提出議案
原油価格上昇への対応と実効性ある対策を求め、
市議会から国へ意見書を緊急提出

TOPIC3
意見書の詳しい
内容はこちらへ▶

６
月
定
例
会



5 議会だより　No.154

（万円未満切捨）補正予算の主な審査内容を掲載します。

補正予算額 430万円

つつじが丘自治会は、新しい集会施設の
会議室に必要な長机、椅子、 コピー機な
どの備品を整備する。鴨野町自治会は、除
雪機２台、草刈り機２台を購入される。

コミュニティ助成事業保健衛生一般経費事業
住民が自主的に行うコミュニティ活動の健全な発展
を目的として、一般財団法人自治総合センターの助
成金を財源に、市を経由して対象団体（つつじが丘・
鴨野町両自治会）へコミュニティ活動用の整備費用を
交付するもの。

准看護師を育成する福知山医師会看護高等専修学
校への支援事業。令和8年度の入学者数が8人（前年
度21人）と大幅に減少し、学校運営費が不足したた
め、学校運営維持に必要な補助金を追加交付する。

つつじが丘・鴨野町の両自治会へ
助成の対象整備の内訳は。

Q

A

生活環境課

補正予算額 250万円

補正予算額 1,303万円

収支予算書を算定した結果、令和8年度
の入学者は8人と前年度から13人減少し、
学校運営費は約1,000万円の減収となる。
そのため、医師会からの不足分への支援
要望を精査し、当該金額を予算計上した。

先行地域を舞台に、地域内で再エネを生
み出し活用するモデルを実現したい。そし
て、エリアの皆様にできるだけお得な電気
をお届けすることで、地域に還元していき
たいと考えている。

ゼロカーボンシティ推進事業 ごみ収集運搬事業
環境省の「脱炭素先行地域」への選定を受け、国の支
援を活用した脱炭素事業を推進する。これに伴い、対
象エリアである夜久野町および長田野工業団地に設
置する太陽光発電設備などの補助制度を創設する。

イラン情勢緊迫化に伴う原油価格や物流コストの上
昇を受け、指定ごみ袋の作製費が高騰している。令
和8年度分指定ごみ袋の作製単価を見直し、市民生
活に不可欠なごみ袋を安定供給を図る。

A

エネルギー・
環境戦略課

夜久野地域をはじめとする
先行地域のエリアへのメリットは。

Q
作製費の値上がり分については、現時点
では市が一般財源で負担し補正対応を行
うため、条例改正によるごみ袋代の値上
げは考えていない。

A

健康医療課

6,259万円補正
予算額 4億5,999万円※債務 

負担行為 

A

まちづくり
推進課

市の指定ごみ袋

福知山医師会看護高等専修学校

環境省主催「脱炭素先行地域選定証授与式」

（一財）自治総合センターのコミュ
ニティ助成は、全国自治宝くじの受
託収入を財源として、地域のコミュ
ニティ活動の充実・強化を図り、地
域社会の健全な発展と住民福祉の
向上に寄与する取り組みです。

※債務負担行為…この事業について次年度以降支出する可能性のある最大限度額

令和８年度 補正予算審査（６月定例会）

補助金増額分２５０万円の
算出方法の根拠は。

Q

市民が負担する指定ごみ袋の
値上げにつながる可能性は。

Q

予
算
審
査
委
員
会
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主
な
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掲
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ま
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。

総
務
防
災
委
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会

■
福
知
山
市
税
条
例
の
一
部
改
正

問
　
固
定
資
産
税
の
免
税
点
が
家

屋
、
償
却
資
産
と
も
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
が
、
免
税
点
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
何
名
の
納
税
者
が
非
課

税
と
な
り
、
い
く
ら
の
減
収
が
発

生
す
る
の
か
。

答　
家
屋
で
約
9
3
0
人
、
償
却

資
産
で
約
70
人
の
納
税
者
が
非
課

税
と
な
り
、
家
屋
で
約
3
5
0
万

円
、
償
却
資
産
で
約
1
7
0
万
円

の
減
収
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

■
福
知
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
問
　
家
庭
系
一
般
廃
棄
物
の
戸
別

収
集
の
対
象
者
の
選
定
は
、
ど
の

よ
う
な
規
定
に
定
め
る
の
か
。

答　
戸
別
収
集
の
実
施
が
可
能
と

な
る
対
象
者
の
選
定
は
、
別
途
要

綱
を
定
め
規
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

■
物
品
の
取
得
に
つ
い
て

問
　
老
朽
化
し
た
高
規
格
救
急
自

動
車
の
更
新
に
際
し
て
、
ど
の
よ

う
な
更
新
基
準
が
あ
る
の
か
。

答　
経
過
年
数
10
年
以
上
の
も
の

の
中
か
ら
出
動
に
支
障
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
車
両
を
優
先
し
更

新
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
市

が
保
有
す
る
6
台
の
救
急
車
の
中

か
ら
一
番
古
い
車
両
を
更
新
す
る

も
の
で
あ
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
、

承
認

教
育
厚
生
委
員
会

■
福
知
山
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改

正
問
　
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士

等
は
保
育
士
と
し
て
採
用
す
る
の

か
。

答　
保
育
士
の
資
格
は
な
い
の
で

み
な
し
保
育
士
と
な
る
。
採
用
の

際
の
処
遇
は
保
育
園
の
判
断
と
な

る
。

■
物
品
の
取
得

問
　
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ブ
ン
4
台
と
も
常
時
使
う
の

か
。

答　
4
台
フ
ル
稼
働
す
る
こ
と
で

調
理
時
間
を
短
縮
で
き
る
ほ
か
、

1
台
が
故
障
し
て
も
3
台
は
稼
働

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
焼
く
だ
け

で
な
く
蒸
す
な
ど
調
理
メ
ニ
ュ
ー

の
幅
が
広
が
る
た
め
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

産
業
建
設
委
員
会

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
長
田

野
西
橋
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
）

問
　
今
回
の
増
額
で
増
え
る
交
通

誘
導
員
の
人
数
と
高
所
作
業
車
の

台
数
は
。

答　
交
通
誘
導
員
1
3
1
名
と
、

高
所
作
業
車
が
30
日
間
で
1
日
1

台
ず
つ
、
計
30
台
で
あ
る
。

問
　
今
回
の
契
約
変
更
は
当
初
か

ら
予
想
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答　
足
場
撤
去
後
に
足
場
用
ア
ン

カ
ー
部
の
剥
落
防
止
工
事
が
必
要

と
判
明
し
た
た
め
で
、
当
初
は
考

慮
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

■
福
知
山
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

問
　
廃
止
す
る
向
野
団
地
の
跡
地

の
整
理
は
完
了
し
て
い
る
の
か
。

答　
現
在
、
解
体
工
事
の
最
中
で

あ
る
。
解
体
工
事
完
了
後
に
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
跡
地
利
用

の
今
後
の
計
画
を
考
え
て
い
き
た

い
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

更新する高規格救急自動車
（消防署北分署配備予定）

購入予定のスチーム
コンベクションオーブン

長田野西橋橋梁りょう補修工事現場
（令和8年4月撮影）

福知山市議会では、議案を効率的・専門的に審査するため、所管別に 3つの常任委員会（総務防災・教育厚生・
産業建設）を設置しています。
少人数で集中的に議論し、専門的な視点から議案を検討。審査結果は本会議で報告され、最終議決に至ります。
住民の暮らしに直結する政策を、より深く丁寧に検討することを可能にしています。
今定例会では、総務防災委員会は議第 2・3・4・8・11・12・13号、教育厚生委員会は議第５・9、産業建
設委員会は議第６・７・10号について審査を行いました。

より生活に直結する議論の場！ 委員会審査

委員会も傍聴可能！
ぜひお越しください！
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議案に対する討論
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

反 対 （議第1号）
「住民への説明や合意が不十分」	 荒川　浩司
　この補助金事業に夜久野を入れた経緯は、緊急自治
会長会を開催し事業説明を行なったと聞くが、住民の
合意形成は取っていない。また、この事業に賛同しな
いと養豚団地跡地の整備が出来ないは、論点のすり替
えであり、現時点では賛同できない。

賛 成 （全議案）
「住民の懸念解消と十分な説明徹底」	 塩見　聡
　ゼロカーボンシティ推進事業は、請願や市民の声で
出た、福知山市の気象条件での発電量、事業者選定、

事業終了後の撤去・処分費、事業者撤退時の対応、市
民や地域への還元といった懸念点を予算審査委員会で
確認し、一定の対応が図られていることを確認した。
今後も将来負担を避けること、市民への十分な説明を
強く求め賛成した。

賛 成 （全議案）
「適切な上程であり全議案に賛成だ」	 森下　賢司
　補正予算は、原材料高騰の折に安定的なごみ袋供給
に向けた費用など市民生活の維持に必要な予算計上
だ。ごみの戸別収集開始に伴う条例改正や、安全な学
校給食提供のための調理機器の取得など、いずれも妥
当である。

市民の皆さんからの請願審査
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

■請願者／京都医療介護労働組合連合会
　　　　　執行委員長　勝野　由起恵 氏   
■目　的／医療・介護労働者の他産業並み賃上げを実
現する緊急の財政支援と、持続的賃上げを可能にする
診療報酬・介護報酬の大幅引き上げを求める。

■請願賛成討論　
「請願に賛成」 水谷　タツヤ
　医療・介護現場を守るため、国による十分な財政措
置と処遇改善を求め、本請願への賛同を訴える。
「処遇改善に国は支援を」 梶原　秀明
　看護・介護の仕事を志す人材が減少。国に対して医療・

介護施設労働者の処遇改善に支援するよう求めるべき。

■請願反対討論　
「国と現場のズレ埋めるプロセスを」 イシワタ　マリ
　直近の国の報酬改定を受け、現場の影響をフィード
バックすべき時。反映せず財政措置を求め続けるのに
は反対。
「社会保障制度への影響を見極めるべき」 中嶋　守
　診療・介護報酬の大幅な引き上げは、保険料等の負
担につながり、社会保障制度への影響の見極めが必要
である。

■議決結果／賛成少数で不採択

請願第1号　医療・介護労働者の処遇改善実現に必要な財政措置を国に求める請願

■請願者／福知山・夜久野の自然と環境を守る会
　　　　　共同代表　片野　英人 氏
　　　　　　　　　　林　ともこ 氏   
■目　的／環境省の「脱炭素先行地域」に福知山市が
選定され、再生可能エネルギー導入が推進されている
ことについて、進め方に大きな懸念を抱いている。
「脱炭素先行地域」事業の見直しと、地域特性に即し
たエネルギー政策を求める。

■請願賛成討論　
「地域に即した慎重な検証と説明を」 小原　彰紀
　地域特性を踏まえ、太陽光発電の安全性や費用など
を検証し、住民への説明と合意形成を求める請願に賛

成する。

■請願反対討論　
「反対ありきでなく、事業目的の理解を」 足立　伸一
　経済合理性がなく、環境破壊であるとした、事実と
事業目的への理解を欠く反対ありきの主張に賛同でき
ない。　
「見直しの合理的理由はない」 吉見　純男
　丁寧な説明は必要だが、二酸化炭素排出削減・市有
地等の有効活用を考えると、事業見直しの合理的理由
はない。

■議決結果／賛成少数で不採択

請願第２号　
福知山市における「脱炭素先行地域」事業の見直しと地域特性に即したエネルギー政策を求める請願

議第1号から議第14号まで　令和8年度一般会計補正予算（第1号）　ほか
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議
決
結
果

福知山市議会
公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の
時代

地域政党
ふくちやま

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一

吉
見
　
純
男

中
村
　
初
代

梶
原
　
秀
明

髙
橋
　
正
樹

野
田
　
晋
介

藤
本
　
喜
章

森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

田
渕
　
裕
二

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

小
原
　
彰
紀

水
谷 

タ
ツ
ヤ

議第1号 令和8年度福知山市一般会計補正予算（第
1号）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

請願1号 医療・介護労働者の処遇改善実現に必要な
財政措置を国に求める請願

否
決 × × 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇

請願2号
福知山市における「脱炭素先行地域」事業
の見直しと地域特性に即したエネルギー政
策を求める請願

否
決 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対
※吉見茂久議長（福知山市議会公明党）は、議長職のため表決に加わっていません。
※水谷タツヤ議員（地域政党ふくちやま）は、該当者のため表決に加わっていません。（議第26号・6月24日採決）
所属会派は、6月24日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）

6月定例会の議決結果について

議第2号 福知山市税条例の一部改正

議第3号 福知山市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一
部改正

議第4号 福知山市消防団員等公務災害等補償条例の一部
改正

議第5号 福知山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例等の一部改正

議第6号 福知山市営住宅条例の一部改正

議第7号 工事請負契約の変更（長田野西橋橋りょう補修工事）

議第8号 物品の取得（高規格救急自動車）

議第9号 物品の取得（スチームコンベクションオーブン）

議第10号 訴えの提起（裁判上の和解を含む。）

議第11号 京都地方税機構規約の変更

議第12号 専決処分の承認（福知山市税条例の一部改正）

議第13号 専決処分の承認（福知山市都市計画税条例の一部
改正）

議第14号 令和8年度福知山市一般会計補正予算（第2号）

議第15号 農業委員会の委員の任命（藤
ふ じ た

田 重
し げゆ き

行 氏）

議第16号 農業委員会の委員の任命（泉
いずみ

 昌
あ き ら

良 氏）

議第17号 農業委員会の委員の任命（北
き た む ら

村 進
すすむ

 氏）

議第18号 農業委員会の委員の任命（片
かたおか

岡 美
み え こ

惠子 氏）

■全員賛成で可決・同意となった議案
議第19号 農業委員会の委員の任命（高

たかくら

倉 芳
よ し き

喜 氏）

議第20号 農業委員会の委員の任命（谷
たに

 和
かずしげ

茂 氏）

議第21号 農業委員会の委員の任命（大
おおすみ

隅 実
みのる

 氏）

議第22号 農業委員会の委員の任命（大
お お つ き

槻 成
し げ と し

利 氏）

議第23号 農業委員会の委員の任命（岩
いわさき

﨑 博
ひろし

 氏）

議第24号 農業委員会の委員の任命（由
ゆ ら

良 演
の ぶ や す

康 氏）

議第25号 農業委員会の委員の任命（西
に し や ま

山 良
よ し お

男 氏）

議第26号 農業委員会の委員の任命（水
みずたに

谷 達
た つ や

也 氏）

議第27号 農業委員会の委員の任命（桐
きりむら

村 正
ま さ の り

典 氏）

議第28号 農業委員会の委員の任命（大
お お つ き

槻 誠
まこと

 氏）

議第29号 農業委員会の委員の任命（山
や ま ざ き

崎 秀
ひ で の ぶ

信 氏）

議第30号 農業委員会の委員の任命（公
く で

手 康
や す お

雄 氏）

議第31号 農業委員会の委員の任命（向
む こ や ま

山 聡
さとし

 氏）

議第32号 農業委員会の委員の任命（鈴
す ず き

木 健
た け ひ こ

孫 氏）

議第33号 農業委員会の委員の任命（橋
は し も と

本 香
かおり

 氏）

議第34号 農業委員会の委員の任命（小
こ ま つ

松 崇
た か ひ こ

彦 氏）

市会発意
第1号

原油価格上昇に伴う国民生活及び地域経済への対
策強化を求める意見書
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対
話
の
時
代

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ  

議
員

市民のまちづくり参画意欲向上をQ
他市の取り組みも研究していくA

Q
　
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民
と
市
職
員
が

人
と
し
て
信
頼
し
合
い
、
共
に
意
欲
を
持
て

る
環
境
が
必
要
。
市
職
員
へ
の
工
夫
は
。

A　
市
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
の
傾
聴
力
・

接
遇
力
を
高
め
る
研
修
を
実
施
。
職
員
自
身

の
意
欲
向
上
の
た
め
、
①
日
常
業
務
の
功
績

を
表
彰
し
給
与
に
反
映
②
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
若
手
チ
ー
ム
の
提
案
を
反

映
③
自
主
研
究
活
動
を
補
助
④
庁
内
の
他
職

種
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
公
募
、
な
ど
新
た
に
仕
組

み
化
し
て
き
た
。
（
市
長
公
室
長
）

Q
　
市
民
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業
を
他
市

と
比
較
し
た
。
本
市
事
業
は
活
動
の
継
続
性

に
力
点
を
置
く
あ
ま
り
、
市
民
が
市
の
協
働

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
自
覚
や
意
欲
を
持
っ

て
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
や
す
い
設
計
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
は
。
改
善
す
る
考
え
は
。

A　
補
助
金
に
依
存
し
な
い
活
動
継
続
を
支

援
し
て
い
る
。
他
市
の
取
り
組
み
も
研
究
し

な
が
ら
、
市
民
の
主
体
的
な
活
動
に
伴
走
し

て
い
き
た
い
。
（
市
民
生
活
部
長
）

綾部市「プロジェクトチームX」募集チラシ
（出典：綾部市ホームページ）

［ その他の質問 ］
高齢者にも身近な公式LINEに向けて／産前
産後ケアとファミリーサポート　他

地
域
政
党
ふ
く
ち
や
ま

小お

は

ら原 

彰あ
き
の
り紀  

議
員

農作業に除草機材の導入支援をQ
国・府の各種支援制度活用で対応A

Q
　
ラ
ジ
コ
ン
式
草
刈
り
機
な
ど
へ
の
補
助

制
度
の
考
え
は
。

A　
従
前
か
ら
府
の
遊
休
農
地
発
生
防
止
支

援
事
業
な
ど
が
除
草
機
器
を
補
助
対
象
と
し

て
い
る
。
市
に
お
い
て
は
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
な
ど
で
、
共
同
利
用
す
る

草
刈
り
機
の
購
入
や
リ
ー
ス
へ
の
活
用
が
可

能
な
た
め
、
こ
の
交
付
金
の
活
用
も
検
討
し

て
ほ
し
い
。
（
産
業
部
長
）

Q
　
省
力
化
機
械
の
導
入
で
、
地
域
で
農
地

と
暮
ら
し
を
守
る
仕
組
み
へ
の
考
え
は
。

A　
地
域
の
農
業
は
、
農
地
保
全
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
を
支
え
る
重
要
な
基
盤
で
あ
る
。

令
和
8
年
1
月
に
、
市
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
農
業
の
成
長
と
持

続
的
な
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。
今

後
も
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
、
省

力
化
機
械
の
導
入
や
農
地
保
全
活
動
へ
の
支

援
、
各
種
支
援
制
度
の
活
用
を
通
じ
て
、
地

域
が
農
地
を
守
り
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
。
（
市
長
）農作業の省力化に資するラジコン除草機

【出典：AGRI JOURNALホームページ】

［ その他の質問 ］
旧夜久野町養豚団地跡地の環境整備と脱炭
素先行地域事業について　他

20  議員が質問に登壇！

＼ 暮らしを変える一問一答　　／

※所属会派は6月24日現在　
※掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※質問・答弁・写真・資料などは、議員が一般質問を行った時点のものであり、
　発行日までの間に、状況に変化がある場合もありますので、ご了承ください。
※質問と答弁はあわせて60分以内です。

一 般 質 問6月
定例会

録画配信中！
一般質問の録画配信は、各議員の
二次元コードからご覧になれます

スマートフォンからご覧になれますスマートフォンからご覧になれます
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日
本
共
産
党
福
知
山
市
会
議
員
団

中な
か
む
ら村 

初は

つ

よ代  

議
員

高校生通院も医療費助成の対象にQ
4千万円の負担増で拡充は難しいA

Q
　
京
都
府
は
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
、
来
年
度
か
ら
通
院
助
成
を
中
学
生

ま
で
拡
充
す
る
方
針
で
あ
る
。
拡
充
に
よ
る

市
の
負
担
軽
減
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

A　
昨
年
度
の
実
績
ベ
ー
ス
に
よ
り
約
6
0 

0
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q
　
高
校
生
の
入
院
は
助
成
対
象
だ
が
、
通

院
は
対
象
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
「
高
校

生
の
通
院
も
助
成
し
て
ほ
し
い
」
と
た
く
さ

ん
の
願
い
を
聞
い
て
き
た
。
府
の
拡
充
に
伴

い
、
通
院
を
助
成
対
象
に
す
る
考
え
は
。

A　
府
の
拡
充
で
負
担
軽
減
と
な
っ
て
も
、

高
校
生
の
通
院
ま
で
拡
充
す
る
と
年
間
約

4
0
0
0
万
円
の
費
用
負
担
増
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
拡
充
は
難
し
い
。　

Q
　
負
担
の
大
き
い
子
ど
も
の
初
診
時
選
定

療
養
費
に
つ
い
て
助
成
が
必
要
だ
が
。

A　
ふ
く
ふ
く
医
療
費
支
給
事
業
は
保
険
を

対
象
に
し
て
い
る
こ
と
や
医
療
機
関
の
役
割

分
担
の
観
点
か
ら
助
成
の
対
象
に
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。
（
こ
ど
も
家
庭
部
長
）

子どもの医療費助成制度の更なる拡充を

［ その他の質問 ］
出水期における由良川流域の治水対策につ
いて　他

蒼
士
会

髙た
か
は
し橋 

正ま

さ

き樹  

議
員

長田野工業団地の交通渋滞解消をQ
手法を検討し対応策を実施したいA

Q
　
通
勤
時
間
帯
に
国
道
9
号
線
長
田
野
橋

立
体
交
差
部
周
辺
の
「
市
道
市
ノ
谷
線
」
で

は
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
現
状

の
把
握
状
況
は
。

A　
こ
の
交
通
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
朝
夕
に

限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
日
常
的
か
つ
継
続
的

に
発
生
し
て
お
り
、
一
過
性
の
交
通
集
中
と

は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
建
設
交
通
部
長
）

Q
　
石
原
方
面
か
ら
国
道
9
号
線
に
迂
回
す

る
車
両
が
増
加
し
、
1
車
線
に
無
理
や
り
2

列
で
車
両
が
並
ぶ
状
態
が
続
い
て
い
る
。
交

差
部
の
合
流
形
態
や
車
線
の
数
が
、
道
路
の

築
造
時
点
と
今
で
は
状
況
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
結
果
で
は
な
い
か
。
拡
張
し
て
道
路

車
線
を
増
設
す
る
必
要
性
は
。

A　
市
と
し
て
も
、
工
業
団
地
内
に
は
渋
滞

箇
所
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
取
り
組
ん
で

い
く
か
、
十
分
に
検
討
を
行
い
、
対
応
策
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。
（
市
長
）合流しにくいことで渋滞が発生している

「市道市ノ谷線」長田野橋下周辺

［ その他の質問 ］
自転車の通行区分について／荒廃する竹林
等への対応について

市
議
会
公
明
党

足あ

だ

ち立 

伸し
ん
い
ち一  

議
員

脱炭素先行地域の夜久野の事業はQ
地域課題解決モデル事業を目指すA

Q
　
脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
、
夜
久
野
エ

リ
ア
で
の
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A　
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
だ
け
が
目
的
で
は

な
い
。
2
0
3
0
年
度
の
脱
炭
素
達
成
に
向
け

て
、
地
域
経
済
循
環
や
地
域
課
題
の
解
決
に

繋
げ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
、
市
所
有
地
や

屋
根
等
を
活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

で
得
ら
れ
た
収
益
を
市
内
に
還
元
す
る
こ
と

で
、
多
様
な
地
域
課
題
の
解
決
に
繋
げ
た
い
。

Q
　
補
助
金
終
了
後
も
、
自
立
的
に
継
続
す

る
と
い
う
観
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。
中
山
間

地
の
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
、
水
資
源
、
バ

イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
、
経
済
と
環
境
の
好
循

環
を
生
み
出
す
考
え
は
。

A　
地
域
課
題
解
決
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

着
実
に
成
果
を
上
げ
た
い
。
森
林
、
水
資
源
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
も
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
中
山
間
地
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ま
ず
は
、
農
地
等
を
活
用
し
た
営
農
型
太
陽

光
発
電
か
ら
始
め
た
い
。
（
産
業
部
長
）

事業予定地の夜久野町稚児野台養豚場跡地

［ その他の質問 ］
「ファームガーデンやくの」令和10年再開に向けて、設計

予算可決後の現段階における取組と今後の方向性について
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新
政
会

小こ

ま

つ松 

遼り
ょ
う
た太  

議
員

屋内型遊び場施設の今後の方針はQ
市民の声を聴き財源確保に努めるA

Q
　
三
段
池
公
園
・
動
物
園
の
指
定
管
理
者

変
更
後
の
現
状
と
課
題
は
。

A　
移
行
は
ト
ラ
ブ
ル
な
く
完
了
。
管
理
が

三
者
体
制
と
な
る
た
め
情
報
共
有
を
徹
底
し

て
い
く
。
体
育
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
開

始
し
た
。
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
長
）

Q
　
夜
久
野
に
類
似
施
設
が
で
き
る
予
定
で
、

り
と
る
ハ
ピ
ネ
ス
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
市

街
地
で
の
屋
内
型
子
育
て
・
遊
び
場
施
設
は

不
十
分
だ
と
感
じ
る
。
本
市
の
課
題
認
識
は
。

A　
9
月
か
ら
コ
ミ
セ
ン
単
位
で
意
見
を
聴

取
し
検
討
を
進
め
る
。
三
段
池
公
園
の
課
題

解
決
と
し
て
動
物
園
の
ア
ク
セ
ス
向
上
と
北

側
へ
の
駐
車
場
整
備
も
行
う
。

（
こ
ど
も
家
庭
部
長
）

Q
　
短
期
・
中
長
期
の
方
針
は
。

A　
短
期
で
は
指
定
管
理
者
と
協
議
し
取
り

組
め
る
も
の
か
ら
実
施
。
中
長
期
の
屋
内
型

施
設
は
、
市
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら
整
備
を

検
討
し
、
財
源
は
国
の
有
利
な
財
源
確
保
に

努
め
て
い
く
。
（
市
長
）

1976年公園開設以来初めて指定管理者が
変わった三段池公園

［ その他の質問 ］
ウェルビーイング指標で幸福度向上と熟議促
進／助け合う文化を育む寄付などの活性化

日
本
共
産
党
福
知
山
市
会
議
員
団

梶か
じ
わ
ら原 

秀ひ
で
あ
き明  

議
員

非核三原則遵守を求めるべきではQ
核兵器廃絶と恒久平和を希求するA

Q
　
昨
今
、
一
部
の
政
治
家
や
政
府
関
係
者

か
ら
非
核
三
原
則
を
見
直
し
て
は
と
い
っ
た

意
見
が
出
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
見
は
「
非

核
三
原
則
の
遵
守
の
も
と
真
の
平
和
を
希
求

す
る
」
と
し
た
福
知
山
市
の
恒
久
平
和
都
市

宣
言
と
相
い
れ
な
い
も
の
。
非
核
三
原
則
の

遵
守
を
政
府
に
求
め
て
い
く
べ
き
で
は
。

A　
本
市
は
核
実
験
が
行
わ
れ
た
際
に
は
強

く
抗
議
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
と
議
長
の

連
名
で
発
出
す
る
な
ど
、
核
兵
器
廃
絶
と
世

界
恒
久
平
和
を
求
め
る
姿
勢
を
一
貫
し
て

示
し
て
き
た
。
外
交
安
全
保
障
は
国
の
専
管

事
項
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
対
処
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
は
引
き
続
き
恒
久

平
和
宣
言
の
理
念
に
基
づ
き
、
市
民
と
と
も

に
平
和
学
習
や
啓
発
活
動
を
推
進
し
、
平
和

首
長
会
議
や
日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協
議
会

と
と
も
に
連
携
し
な
が
ら
核
兵
器
廃
絶
と
恒

久
平
和
を
希
求
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
（
市
長
）

市役所正面の懸垂幕

［ その他の質問 ］
福知山市立中学校の練習試合などの移動手
段について　他

無
所
属
・
維
新
議
員
団

岩い
わ
さ
き﨑 

崇た
か
ひ
ろ央  

議
員

犯罪者から市民の命を守るにはQ
※トクリュウ対策など警察と連携A

Q
　
闇
バ
イ
ト
を
始
め
、
子
ど
も
た
ち
が
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ
う
生
活
安
全
教
室
は
。

A　
警
察
と
連
携
し
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
ス
ト
ッ

プ
講
座
な
ど
を
実
施
し
、
闇
バ
イ
ト
へ
の
啓
発

指
導
を
行
っ
て
い
る
。
（
教
育
委
員
会
理
事
）

Q
　
警
察
庁
及
び
京
都
府
警
が
推
奨
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ
が
あ
り
、
ま
た
、
福
知
山
警

察
署
で
は
、
固
定
電
話
の
利
用
停
止
手
続
き
と
防
犯

機
能
付
き
電
話
の
購
入
補
助
も
行
っ
て
い
る
。
市

と
し
て
警
察
と
連
携
し
、
広
く
周
知
し
て
み
て
は
。

A　
対
策
ア
プ
リ
の
記
事
や
固
定
電
話
に
関

す
る
周
知
・
広
報
活
動
を
警
察
と
連
携
し
、

行
っ
て
い
く
。
（
市
民
生
活
部
長
）

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
費
用
の
補
助
な
ど
は
。

A　
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
（
市
長
）

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
最
新
技
術
の
導
入
は
。

A　
他
市
の
導
入
事
例
を
見
つ
つ
、
活
用
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。
（
市
民
生
活
部
長
）

※
ト
ク
リ
ュ
ウ
対
策
…
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ

に
対
す
る
対
策
。

警察庁と京都府警が推奨する特殊詐欺対
策アプリ

［ その他の質問 ］
改正道路交通法の施行に伴う、行政として
の周知活動は
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対
話
の
時
代田た

な

か中 

法の

り

お男  

議
員

教育のまち福知山の基本理念とはQ
幸せを生きる人材育成が教育目標A

Q
　
教
育
委
員
会
が
目
指
す
こ
と
と
は
。

A　
家
庭
や
地
域
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

と
責
任
を
自
覚
し
、
互
い
に
響
き
合
い
な
が

ら
、
教
育
を
尊
ぶ
風
土
を
持
つ
ま
ち
を
築
い

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

Q
　
社
会
教
育
の
課
題
と
方
向
性
は
。

A　
学
ぶ
こ
と
を
楽
し
み
そ
こ
で
得
た
成
果

が
地
域
づ
く
り
や
地
域
の
つ
な
が
り
に
生
か

さ
れ
、
社
会
参
加
す
る
機
会
を
支
援
す
る
。

Q
　
学
校
教
育
の
課
題
と
方
向
性
は
。

A　
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
基
礎
基
本
と
な

る
学
習
内
容
や
本
市
が
提
唱
す
る
「
何
の
た

め
に
学
ぶ
の
か
」
の
答
え
と
な
る
「
な
り
た

い
自
分
に
な
る
」
た
め
に
必
要
と
な
る
学
力

を
養
う
こ
と
で
あ
る
。
（
教
育
部
長
）

Q
　
教
育
委
員
会
の
今
後
の
方
向
性
は
。

A　
教
育
の
原
点
は
「
人
を
大
切
に
す
る
こ

と
」
に
あ
る
。
自
分
ら
し
く
成
長
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
育
み
、
地
域
と
共
に
未
来
を

創
る
教
育
を
推
進
す
る
。
（
教
育
長
）

市役所駐車場設置の啓発看板

［ その他の質問 ］
農林業の今後の事業推進について／
都市基盤の今後の事業展開について

蒼
士
会

野の

だ田 

晋し
ん
す
け介  

議
員

新たな市有地活用の方針はQ
ガイドライン策定を進めているA

Q
　
本
市
が
事
業
用
定
期
借
地
と
し
て
貸
付

し
て
い
る
件
数
、
面
積
、
主
な
用
途
、
契
約

期
間
、
お
よ
び
最
も
早
い
契
約
満
了
時
期
は
。

ま
た
、
現
行
契
約
に
お
け
る
満
了
時
の
返
還

条
件
の
ル
ー
ル
は
。

A　

5
者
と
計
7
件
契
約
し
て
お
り
、
総

面
積
は
3 

5
、
3
4
1
・
6 

9
㎡
。
用
途
は

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
舗

敷
地
で
、
期
間
は
20
年
（
4
件
）、
30
年
（
2

件
）、
40
年
（
1
件
）。
最
速
の
満
了
日
は

令
和
11
年
9
月
30
日
。
返
還
ル
ー
ル
は
、
法

令
お
よ
び
公
正
証
書
に
基
づ
き
、
借
地
人

の
費
用
負
担
で
建
物
な
ど
を
撤
去
し
、
更

地
に
戻
し
返
還
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
今
後
、
満
了
予
定
案
件
の
個
別
整
理
と

並
行
し
て
、
新
た
な
市
有
地
活
用
の
方
針
を

策
定
・
研
究
し
て
い
く
考
え
は
。

A　
現
在
、
事
業
用
定
期
借
地
権
に
係
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
他
市

の
先
進
事
例
を
参
考
に
、
本
市
の
方
針
策
定

に
活
か
し
て
い
く
。
（
総
務
部
長
）

令和11年9月30日返還予定の対象事業
用地（出典：国土交通省　国土地理院）

［ その他の質問 ］
観光アクションプランの方向性と実効性／
小規模特認校制度に対する本市の見解

新
政
会

片か
た
や
ま山 

正ま

さ

き紀  

議
員

上下水道経営安定化の取り組みはQ
経営審議会で慎重に検討を進めるA

Q
　
上
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
関
わ
る

資
材
単
価
や
人
件
費
の
高
騰
に
よ
り
、
上
下
水

道
事
業
の
経
営
が
厳
し
い
環
境
に
立
た
さ
れ
る
。

京
都
府
内
で
は
、
既
に
上
下
水
道
料
金
の
改

定
に
向
け
て
住
民
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
が
、
安
易
に
水
道
料
金
や
下

水
道
使
用
料
の
改
定
議
論
に
進
み
、
経
営
改

善
に
向
け
た
財
源
負
担
を
住
民
の
皆
さ
ん
に

強
い
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
経

営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。

A　
本
年
4
月
23
日
開
催
の
「
福
知
山
市
上

下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
」
に
現
状
の
経
営

状
況
の
報
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
は
同
審
議
会
で
令
和
7
年
度
の
決
算
状
況

や
将
来
的
な
事
業
見
通
し
な
ど
を
説
明
し
て

い
く
。
持
続
可
能
で
健
全
な
事
業
経
営
が
長

期
に
わ
た
り
維
持
で
き
る
よ
う
、
抜
本
的
な

経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
（
上
下
水
道
部
長
）

堀浄水場（福知山市水内地内）

［ その他の質問 ］
新たな防災気象情報への対応について／
自家用有償旅客運送制度の導入について　他
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新
政
会

田た

ぶ

ち渕 

裕ゆ

う

じ二  

議
員

中心市街地を守る岩沢堤の強化はQ
令和8年11月から強化工事行うA

Q
　
由
良
川
増
水
時
の
浸
水
被
害
対
策
は
。

A　
平
成
26
年
8
月
豪
雨
に
よ
る
寺
町
地
区
等

の
堤
内
側
の
漏
水
は
、
岩
沢
堤
か
ら
の
漏
水
で

は
な
く
、
堤
防
下
の
浸
透
水
が
噴
出
し
た
も
の

と
聞
い
て
い
る
。
災
害
後
、
緊
急
修
繕
と
し
て
、

浸
水
対
策
工
事
を
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和

6
年
度
7
年
度
の
調
査
で
は
、
岩
沢
堤
の
空
洞

化
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
異
常
は
な
か
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。　

Q
　
令
和
8
年
度
の
岩
沢
堤
の
強
化
対
策
は
。

A　
出
水
期
明
け
の
11
月
か
ら
音
無
瀬
橋
付
近

の
2
箇
所
で
矢
板
の
打
設
と
堤
防
補
修
工
事
を

実
施
さ
れ
る
。
早
期
完
成
に
向
け
、
国
交
省
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
建
設
交
通
部
長
）

Q
　
令
和
8
年
度
以
降
の
河
川
整
備
計
画
は
。

A　
高
畑
地
区
の
築
堤
工
事
は
、
高
畑
橋
付

近
の
築
堤
盛
土
や
堤
外
水
路
の
付
替
工
事
が
行

わ
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
観
音

寺
地
区
で
樹
木
伐
採
と
河
道
掘
削
が
行
わ
れ
る
。

（
市
長
）

福知山市の中心市街地を水害から守る
岩沢堤

［ その他の質問 ］
福知山市再犯防止推進計画の進捗状況につ
いて

日
本
共
産
党
福
知
山
市
会
議
員
団

吉よ

し

み見 

純す

み

お男  

議
員

中東危機の影響と対応はQ
経営を圧迫、事業検討と国へ要望A

Q
　
党
議
員
団
は
実
態
調
査
の
も
と
中
東
危

機
に
対
す
る
市
・
国
へ
の
要
望
を
行
っ
て
き

た
。
戦
争
終
結
に
向
け
た
働
き
か
け
は
。

A　
平
和
首
長
会
議
や
日
本
非
核
宣
言
自
治

体
協
議
会
と
連
携
、
世
界
恒
久
平
和
を
求
め

る
姿
勢
を
発
信
す
る
。
（
人
権
推
進
室
長
）

Q
　
中
東
危
機
の
影
響
把
握
は
。

A　
6
月
に
は
時
短
営
業
や
操
業
停
止
を
検

討
す
る
事
業
者
が
一
部
発
生
。
材
料
入
荷
が

困
難
で
工
期
の
延
期
な
ど
、
ナ
フ
サ
由
来
の

化
学
製
品
の
不
足
や
仕
入
れ
単
価
の
高
騰
が

市
内
の
中
小
事
業
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
だ
。
（
産
業
部
長
）

Q
　
時
機
を
捉
え
た
補
正
予
算
の
編
成
を
。

A　
国
の
補
正
予
算
成
立
を
受
け
て
、
今
後

必
要
な
支
援
策
を
整
理
し
、
実
施
可
能
な
事

業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
（
総
務
部
長
）

Q
　
国
の
補
正
予
算
は
不
十
分
。
危
機
打
開

に
向
け
た
抜
本
的
支
援
を
求
め
る
べ
き
だ
。

A　
市
民
や
事
業
者
へ
の
影
響
を
把
握
し
、
必

要
な
支
援
を
要
望
す
る
。
（
市
長
公
室
長
）

市への緊急申し入れ

［ その他の質問 ］
市民に寄り添った「やくの高原活性化事
業」の展開を　他

地
域
政
党
ふ
く
ち
や
ま

水み
ず
た
に谷 

タ
ツ
ヤ  

議
員

本市の農業の課題についてQ
15年間で農家半減、放棄地増A

Q
　
農
家
数
・
耕
作
放
棄
地
の
推
移
は
。

A　

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
2
5
年
の
15

年
間
で
、
総
農
家
数
は
4
7
1
0
戸
か
ら

2
4
2
5
戸
へ
約
半
減
し
た
。
一
方
、
耕

作
放
棄
地
は
5
万
4
9
6
5
ア
ー
ル
か
ら

9
万
3
7
6
ア
ー
ル
へ
増
加
し
、
約
1
・
6

倍
と
な
っ
た
。
（
市
長
）

Q
　
今
後
の
影
響
は
。

A　
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
農
地
管
理
や

技
術
継
承
が
難
し
く
な
る
。
耕
作
放
棄
地
増
加

に
よ
り
生
産
力
低
下
や
農
地
集
約
の
妨
げ
、
病

害
虫
や
有
害
鳥
獣
被
害
の
拡
大
も
懸
念
さ
れ
る
。

Q
　
市
の
施
策
は
。

A　
地
域
計
画
に
よ
る
農
地
集
積
、
農
地
バ

ン
ク
活
用
、
直
接
支
払
制
度
、
ス
マ
ー
ト
農

業
導
入
支
援
、
販
路
拡
大
、
新
規
就
農
支
援

を
進
め
て
い
る
。

Q
　
対
象
農
家
と
効
果
は
。

A　
一
律
に
示
せ
な
い
が
、
多
く
の
農
業
者

が
対
象
。
学
校
給
食
向
け
地
場
野
菜
支
援
で
は

組
合
加
入
者
が
12
％
増
加
。
（
産
業
部
長
）

市内の耕作放棄地

［ その他の質問 ］
自転車の交通法規改正の対応について
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蒼
士
会

森も
り
し
た下 

賢け

ん

じ司  

議
員

網がかり出動への手当の一本化をQ
今後の課題として検討していくA

Q
　
有
害
鳥
獣
一
斉
捕
獲
の
現
状
は
。

A　
農
区
な
ど
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
市
が

許
可
し
て
実
施
。
1
回
6
名
以
上
の
出
動
で
、

出
動
手
当
、
実
包
損
料
、
捕
獲
報
償
金
を
支

給
。
令
和
7
年
度
は
54
名
が
従
事
。
直
近
5

年
間
で
1
0
5
回
実
施
し
て
2
2
7
頭
の
シ

カ
・
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
。
（
副
市
長
）

Q
　
実
施
効
果
や
課
題
の
分
析
は
。

A　
全
体
捕
獲
数
の
わ
ず
か
0
・
8
3
％
で

あ
り
、
視
界
不
良
な
ど
安
全
確
保
も
難
し
く
、

費
用
対
効
果
は
低
い
。

Q
　
網
が
か
り
や
交
通
事
故
に
あ
っ
た
個
体

処
理
に
出
動
し
た
駆
除
隊
員
へ
の
報
償
費
は
、

駆
除
期
も
狩
猟
期
も
同
額
に
統
一
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A　
有
害
鳥
獣
対
策
は
農
作
物
被
害
軽
減
の

た
め
に
駆
除
期
が
基
本
で
あ
り
、
狩
猟
期
は

捕
獲
単
価
に
差
を
設
け
て
い
る
が
、
突
発
対

応
は
住
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
の
生
活

環
境
被
害
軽
減
の
側
面
も
あ
り
、
今
後
の
課

題
と
し
て
検
討
し
た
い
。
（
産
業
部
長
）

有害鳥獣駆除隊員の技術向上に向けた研
修会

［ その他の質問 ］
学校部活動やクラブチーム活動における生
徒移送の対応は　他

地
域
政
党
ふ
く
ち
や
ま

荒あ
ら
か
わ川 

浩ひ

ろ

し司  

議
員

ささえあい事業の委託は可能かQ
NPO法人への委託実例があるA

Q
　
さ
さ
え
あ
い
事
業
と
は
。

A　
介
護
保
険
の
事
業
で
、
地
域
の
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
、
利
用
者
の
居
宅
で

行
う
「
掃
除
・
洗
濯
・
買
物
・
ご
み
出
し
・

草
刈
り
・
送
迎
」
な
ど
の
生
活
援
助
で
あ
る
。

Q
　
車
で
の
送
迎
の
条
件
は
。

A　
利
用
者
か
ら
実
費
弁
償
相
当
以
上
の
対

価
を
受
け
取
ら
な
い
こ
と
と
、
単
に
自
宅
か

ら
目
的
地
ま
で
移
送
す
る
だ
け
で
な
く
、
利

用
者
に
付
き
添
う
支
援
で
あ
る
。

Q
　
運
転
手
の
資
格
の
条
件
や
、
事
故
の
際

の
保
険
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

A　
運
転
手
の
条
件
へ
定
め
が
な
い
が
、
安

全
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
福
祉
有
償
運
送
の

講
座
を
受
講
す
る
こ
と
や
、
自
動
車
事
故
に
対

応
で
き
る
保
険
等
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
る
。

Q
　
地
域
で
こ
の
事
業
を
や
り
た
い
が
、
人

材
が
い
な
い
場
合
、
委
託
は
可
能
か
。

A　
利
用
者
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
事
務
手
続

き
な
ど
、
N
P
O
へ
の
委
託
実
例
が
あ
る
。

（
健
康
福
祉
部
長
）

生活支援と送迎支援の「ささえあい」事
業のイメージ

［ その他の質問 ］
不適正事務の検証状況と今後の改善に向け
た取り組みについて　他

無
所
属
・
維
新
議
員
団

塩し

お

み見 

聡さ
と
る  

議
員

舞鶴新幹線で在来線への影響はQ
交流増も在来線機能縮小を懸念A

Q
　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
の
見
直
し
状
況

の
把
握
は
。

A　
小
浜
京
都
ル
ー
ト
を
含
む
8
案
が
示
さ

れ
、
舞
鶴
ル
ー
ト
も
検
討
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

Q
　
京
都
府
北
部
を
通
る
案
と
し
て
舞
鶴
が

選
ば
れ
た
場
合
、
メ
リ
ッ
ト
ば
か
り
で
は
な
い
。

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
で
J
R
在
来
線
か
ら

第
3
セ
ク
タ
ー
に
な
っ
た
例
が
あ
る
。
舞
鶴
に

新
幹
線
駅
が
で
き
た
場
合
の
本
市
へ
の
影
響
は
。

A　
交
流
人
口
増
に
よ
る
観
光
・
商
業
振
興

が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
建
設
費
負
担
、
並
行

在
来
線
の
機
能
縮
小
、
人
や
モ
ノ
が
都
市
へ

流
出
し
、
地
方
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
。

Q
　
も
し
舞
鶴
ル
ー
ト
が
選
ば
れ
た
場
合
は
、

本
市
へ
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
舞
鶴
駅
と
合

わ
せ
て
、
新
幹
線
福
知
山
駅
の
可
能
性
を
情

報
発
信
す
べ
き
で
は
。

A　
山
陰
新
幹
線
の
実
現
、
整
備
計
画
へ
の

早
期
格
上
げ
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
回
の
見

直
し
議
論
に
よ
っ
て
、
現
時
点
で
活
動
を
転

換
す
る
予
定
は
な
い
。
（
建
設
交
通
部
長
）

福知山駅に集まる在来線特急

［ その他の質問 ］
今まで通りの行政を続けられるのか〜人口減少時代
における「小さくても強い行政」への転換について〜
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新
政
会

岡お

か

の野 

天た
か
あ
き明  

議
員

由良川沿川の塩害についてQ
国・府との連携強化を図っていくA

Q
　
大
江
町
有
路
下
地
区
の
由
良
川
沿
川
で

の
稲
作
な
ど
へ
の
塩
害
に
よ
る
被
害
実
態
調

査
の
実
施
は
。

A　
昨
年
塩
害
を
受
け
ら
れ
た
由
良
川
沿
い

の
地
区
の
方
々
に
、
今
年
の
3
月
に
農
区
長

を
通
じ
て
塩
害
の
状
況
、
被
害
面
積
や
作
物

名
な
ど
被
害
の
程
度
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
　
被
災
農
家
へ
の
相
談
窓
口
の
設
置
や
農

家
へ
の
支
援
体
制
は
。

A　
各
農
家
へ
の
水
稲
共
済
等
へ
の
加
入
を

お
願
い
し
、
そ
の
上
で
、
農
家
へ
の
支
援
策
、

技
術
指
導
、
除
塩
作
業
の
指
導
体
制
の
確
立
、

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
府
と
農
業
共
済
組

織
と
連
携
し
て
対
策
を
講
じ
る
。

Q
　
気
候
変
動
問
題
を
本
市
の
環
境
、
防
災
、

農
業
振
興
な
ど
共
通
課
題
と
し
て
位
置
付
け

て
取
り
組
ん
で
行
く
考
え
は
。

A　
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
る
問
題
で
あ

り
、
国
や
府
の
動
向
な
ど
注
視
し
な
が
ら
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。
（
産
業
部
長
）

由良川沿いに広がる圃場
〈有路下橋付近より〉

［ その他の質問 ］
福知山公立大学の経営基盤強化について／大江
支所、大江町総合会館等の整備について　他

新
政
会

井い
の
う
え上 

雄ゆ
う
い
ち一  

議
員

地域産業を守り次代へつなぐにはQ
現場の声聞き支援策を検討A

Q
　
地
域
企
業
の
経
営
環
境
を
ど
う
把
握
し

分
析
し
て
い
る
か
。

A　
全
業
種
で
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
き
、

D
X
支
援
や
人
材
確
保
策
に
取
り
組
む
。

Q
　
返
済
負
担
軽
減
や
借
り
換
え
相
談
、
利

子
補
給
含
む
資
金
繰
り
支
援
は
。

A　
国
や
府
制
度
の
周
知
を
図
り
、
実
態
を

改
め
て
把
握
し
た
上
で
、
商
工
会
議
所
・
商

工
会
と
協
議
し
市
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。

Q
　
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
の
再
構

築
は
。

A　
小
規
模
事
業
者
の
資
金
繰
り
状
況
を
把

握
し
た
上
で
支
援
策
を
検
討
す
る
。

Q
　
地
元
就
職
の
動
線
づ
く
り
は
。

A　
市
が
中
心
と
な
り
、
地
域
一
体
で
地
元
就

職
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
（
産
業
部
長
）

Q
　
産
業
振
興
の
方
向
性
は
。

A　
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
と
情
報
共
有
し
、
現
場
の
声
を
し
っ

か
り
聞
き
、
ま
ず
は
国
や
府
制
度
の
周
知
と

市
の
支
援
策
を
検
討
す
る
。
（
副
市
長
）

産業振興を支える福知山のまちなみ

［ その他の質問 ］
なし

福
知
山
市
議
会
公
明
党

大お
お
た
に谷 

洋よ
う
す
け介  

議
員

救急搬送先の選定困難事例あるかQ
本市では該当事例ほぼなしA

Q
　
救
急
出
動
件
数
の
増
加
に
伴
う
搬
送
先

の
選
定
困
難
事
例
は
あ
る
か
。

A　
国
が
示
す
基
準
と
し
て
、
医
療
機
関
の

受
け
入
れ
照
会
回
数
が
4
回
以
上
、
か
つ
現

場
滞
在
時
間
が
30
本
以
上
と
な
っ
た
事
案
と

さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
当
該
事
案
は
、

令
和
6
年
は
1
回
、
令
和
7
年
は
0
回
と

な
っ
て
お
り
、
搬
送
困
難
事
案
が
少
な
い
1

つ
の
要
因
と
し
て
は
、
市
内
に
3
カ
所
の
救

急
告
示
医
療
機
関
が
あ
り
、
中
丹
西
保
健
所

等
の
関
係
機
関
が
連
携
し
た
受
け
入
れ
態
勢

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と

考
え
て
い
る
。

Q
　
本
市
に
お
け
る
救
急
出
動
増
加
へ
の
対

策
は
。

A　
合
計
6
台
の
救
急
車
を
配
備
し
運
用
し

て
い
る
。
（
消
防
長
）

心肺蘇生処置訓練

［ その他の質問 ］
福知山公立大学の生き残りをかけた諸課題
の克服について　他
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一
般
質
問
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福知山市議会、議会改革へチャレンジ中！

　早稲田大学デモクラシー創造研究所が毎年調査している「議会改革度ランキング」で全国総
合4位の評価をいただきました。（調査対象は全国1,788議会、うち1,372議会回答）。本市
議会のランキング推移は、2020年39位、2021年70位、2022年75位、2023年64位、
2024年29位を経て今回が過去最高。この結果を励みに、市民の皆さまとともにさらなる改革
を進めてまいります。

議会改革度ランキング2025で

全国総合４位に。

【 政策力の強化 】 【 主権者の参画 】 【 議会機能の強化 】

議員政治倫理条例の施行
議会BCPの策定
議会BCPに基づく訓練の実施及び議会BCPの評価・修正
議会基本条例の見直し、改正
政策提言の継続的な実施
オンライン視察の実施
議会モニター「ギカモニさん」の委嘱
公立大学生による議会だよりの編集
議会活動における合理的配慮に関する規程の制定
早稲田大学デモクラシー創造研究所による質問力向上サポート
議会事務局職員による生成AIの活用による事務負担の軽減 など

高評価の要因と思われる取り組み
議員全員が一丸となり、チャレ
ンジ精神を持ち続け改革を推進
してきたことが、今回の評価に
つながった。まだまだ通過点で
あり、これまでの検証と今後の
検討すべき課題の両輪で市民の
皆さまにとって身近であり続け
るための工夫を一層重ねてまい
りたい。

調査項目をふまえてこれから検討できるのは…

吉
見
茂
久 

議
長

委員会中継、資料・会議録の公開
／政務活動費の第三者チェック
／修正権の行使／政策テーマ型
の特別委員会の設置　など

市民意見を市政に反映する仕組
みづくり／模擬議会など主権者
教育の充実／夜間議会・休日議
会など傍聴しやすい工夫／議会
報告会への参加者増加　など

政策立案や代案提示／
政策的条例の議員提案／福知山
公立大学アドバイザー制度の活
用／通年議会の検討　など

全国３位 全国58位 全国7位

特
集
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委 員 会 活 動 報 告
予算審査委員会 新年度予算審査をふまえて２つの提言

　

福
知
山
市
議
会
で
は
、
3
月
議
会

に
お
け
る
新
年
度
予
算
審
査
の
中
で

着
目
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
全
議
員

で
自
由
討
議
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

８
年
３
月
議
会
の
自
由
討
議
の
内
容

（
議
会
だ
よ
り 

N
o
1
5
3 

P
8
参

照
）
を
ふ
ま
え
て
議
会
全
体
と
し
て

の
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
協
議
を

重
ね
、
5
月
11
日
に
以
下
２
つ
を
提

言
と
し
て
市
へ
提
出
し
た
。

小
学
校
の
生
理
用
品
と

包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て

　
小
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
配

備
を
速
や
か
に
実
施
す
べ
き
と
の
意

見
が
あ
る
一
方
で
、
学
校
現
場
で
の

運
用
体
制
や
支
援
の
あ
り
方
も
含
め

て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
以
下
提
言

し
た
。

①
小
学
校
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
配

備
は
、
中
学
校
で
の
実
施
状
況

や
他
自
治
体
事
例
の
丁
寧
な
検

証
を
ふ
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と　

②
包
括
的
性
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、

学
校
・
地
域
、
家
庭
と
の
連
携

を
図
り
環
境
整
備
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
学
校
現
場
に
お
け

る
相
談
支
援
体
制
の
更
な
る
検

討
を
図
る
こ
と

市
民
に
愛
さ
れ
る

公
共
施
設
に
つ
い
て

　
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
や
く
の
再
構

築
、
新
文
化
ホ
ー
ル
、
企
業
交
流
プ

ラ
ザ
、
全
天
候
型
陸
上
競
技
場
な
ど
、

市
民
生
活
や
行
政
運
営
に
多
大
な
る

影
響
を
及
ぼ
す
大
型
公
共
施
設
整
備

が
数
多
く
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ふ
ま
え
て
、
公
共
施
設
が
持
続
可
能

な
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
愛
さ
れ
続

け
る
た
め
に
、
以
下
提
言
し
た
。 

①
市
民
協
働
に
よ
る
施
設
づ
く
り
の

仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と 

②
収
支
だ
け
で
な
く
文
化
的
な
意
義
、

教
育
・
福
祉
へ
の
寄
与
、
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
を
評

価
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
運
営

体
制
を
構
築
す
る
こ
と

③
議
会
へ
情
報
共
有
し
議
論
を
深
め

る
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と

　

今
年
度
は
、
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
「
ま
ち
づ

く
り
構
想
福
知
山
」
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
次
の
５
年
分
の
構

想
が
策
定
さ
れ
る
年
度
。
策
定

は
、
市
職
員
に
よ
る
庁
内
検
討

委
員
会
と
市
民
に
よ
る
審
議
会

を
中
心
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
の
意
見
聴
取
を
ふ
ま
え
て

行
わ
れ
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

議
会
内
で
も
必
要
な
調
査
研
究
及

び
審
査
を
行
う
た
め
の
特
別
委
員

会
を
6
月
12
日
に
設
置
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
成
果
検
証
や
2
0
4
0

年
市
民
会
議
か
ら
の
提
言
、
次
期

構
想
の
素
案
を
ふ
ま
え
、
7
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
議
員
間
討
議
や

市
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、

12
月
議
会
か
ら
議
案
と
し
て
審
査

し
て
い
く
予
定
。

委 員 会 活 動 報 告
まちづくり構想
特 別 委 員 会

まちづくり構想策定にあたり
特別委員会を設置

市へ「意見・提言」を提出（令和8年5月11日）

現まちづくり構想福知山

提言書
詳細

次期「まちづくり構想」策定の基本的な方向性
①「市民が『幸せを生きる』まち」を目指す計画
②「市民と共に考え、市民と共に作り、市民と共に実行する」計画
③現行構想の長期ビジョン／市が取り組むまちづくり／市民
が取り組むまちづくりの3つのパートを維持

④2040年を見据え、これまでの取組を検証し、社会環境の変
化に対応する計画

⑤重点課題に部局横断で対応できる計画

委
員
会
活
動
報
告

| NEW ! |
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委 員 会 活 動 報 告
産業建設委員会

営農型太陽光発電の現場と、
「脱炭素先行地域」事業予定地を視察

活
動
日

5
月
29
日
㈮

場
　
所

今
安
地
区
内

営
農
型
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

　
耕
作
放
棄
地
に
設
置
さ
れ
た
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
下
の
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
、
キ
ク
ラ
ゲ
を
栽
培
し
て
い
る
現

場
を
視
察
し
た
。

　

パ
ネ
ル
の
下
は
、
日
陰
を
好
む
キ

ク
ラ
ゲ
栽
培
に
は
好
適
地
で
あ
り
、

遮
光
設
備
を
設
け
る
必
要
も
な
い
た

め
一
石
二
鳥
の
方
法
で
あ
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。
栽
培
し
た
キ
ク
ラ
ゲ

を
粉
末
パ
ウ
ダ
ー
に
加
工
し
、
代
替

卵
の
原
料
と
し
て
、
全
国
へ
の
販
売

を
展
開
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
発
電
と
耕
作
放
棄
地
の
有
効

活
用
の
両
面
か
ら
、
大
変
良
い
事
業

展
開
方
針
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

活
動
日

5
月
29
日
㈮

場
　
所

夜
久
野
町
井
田
地
区

（
稚
児
野
台
）

「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

事
業
予
定
地
に
つ
い
て

　
稚
児
野
台
は
、
か
つ
て
京
都
府
農

業
開
発
公
社
に
よ
り
夜
久
野
養
豚
団

地
と
し
て
整
備
さ
れ
、
養
豚
経
営
が

行
わ
れ
て
き
た
。
組
合
員
の
廃
業
後
、

残
置
施
設
は
荒
廃
状
態
だ
っ
た
が
、

本
市
が
環
境
省
の
「
脱
炭
素
先
行
地

域
」
に
選
定
さ
れ
、
こ
の
跡
地
に
お

い
て
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　
現
地
を
訪
ね
、
建
物
が
朽
ち
果
て
、

樹
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
現
況
を
確

認
し
た
。
今
後
、
事
業
者
を
公
募
し
、

３
か
年
を
か
け
て
既
存
施
設
の
解
体
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
、
地
域
へ

の
電
力
供
給
と
事
業
が
進
む
こ
と
に

な
る
。
長
年
放
置
さ
れ
て
き
た
状
況

が
よ
う
や
く
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
事

業
が
円
滑

に
進
む
よ

う
、
今
後

も
し
っ
か

り
と
注
視

し
て
い
く

必
要
が
あ

る
。

活
動
日

6
月
22
日
㈪

場
　
所

新
荒
河
排
水
機
場

出
水
期
前
に
排
水
機
場
を
視
察

　
由
良
川
本
川
水
位
上
昇
時
の
支

川
（
弘
法
川
）
へ
の
逆
流
防
止
対

策
と
し
て
、
国
の
荒
河
排
水
機
場

に
隣
接
し
て
、
京
都
府
が
令
和
２

年
に
整
備
し
た
新
荒
河
排
水
機
場

を
視
察
し
た
。

　

排
水
ポ
ン
プ
２
台
を
整
備
し
、

直
近
で
は
令
和
６
年
５
月
の
出
水

時
に
稼
働
し
、
弘
法
川
の
水
位
上

昇
を
抑
制
し
た
と
の
説
明
を
受
け

た
。

　
ま
た
、
国
の
由
良
川
築
堤
事
業

と
連
携
し
て
、
築
堤
や
河
道
拡
幅
、

河
床
掘
削
な
ど
の
河
川
改
修
を
実

施
し
て
い
る
大
谷
川
改
修
事
業
の

前
田
地
内
な
ど
で
の
進
捗
状
況
の

説
明
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
排
水
機
場
内
の
ポ
ン

プ
棟
や
整
備
し
た
貯
水
池
を
視
察

し
た
。

活
動
日

7
月
2
日
㈭

場
　
所

岩
沢
堤
、興・観
音
寺
地
内

本
年
度 

国
土
交
通
省
の
河
川

関
係
実
施
事
業
の
現
地
視
察

　
福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
に
て
、

由
良
川
の
河
川
整
備
に
関
す
る
勉

強
会
後
に
現
地
視
察
を
実
施
し

た
。
岩
沢
堤
の
堤
防
強
化
工
事
予

定
地
で
は
、
漏
水
被
害
の
調
査
・

研
究
に
基
づ
き
河
川
側
に
鋼
矢
板

を
9
〜
13
m
打
ち
込
む
漏
水
対
策

の
説
明
を
受
け
た
。
工
事
は
本
年

11
月
に
開
始
し
複
数
年
か
け
て
実

施
予
定
。
興
・
観
音
寺
地
内
の
河

道
掘
削
工
事
に
つ
い
て
は
、
継
続

実
施
中
の
工
事
現
場
を
視
察
し
た
。

堤
防
内
に
民
地
が
多
く
、
河
川
区

域
内
の
緑
地
が
多
い
こ
と
が
河
道

掘
削
の
課
題
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
高
畑
地
区
の
築
堤
工
事
の

進
捗
状

況
の
説

明
も
受

け
た
。

委 員 会 活 動 報 告
由良川改修促進
特 別 委 員 会

令和８年度河川整備事業の概要と課題
京都府および国交省福知山河川国道事務所との勉強会

パネル下のキクラゲ栽培

養豚団地跡を視察

新荒河排水機場を視察

現地視察と意見交換を行った

委
員
会
活
動
報
告



19 議会だより　No.154

　

議
会
だ
よ
り
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
今
回
で
４
号
目
と
な
り

ま
し
た
。

　

他
の
方
の
「
編
集
後
記
」
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
ギ
カ

モ
ニ
さ
ん
」
で
公
立
大
の
学
生

さ
ん
に
編
集
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
と
、
若
手
の
正
副

委
員
長
で
会
議
を
進
め
て
い
る

こ
と
で
、
随
分
と
読
み
や
す
い

紙
面
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　
広
報
広
聴
委
員
会
の「
広
報
」、

お
知
ら
せ
す
る
方
は
改
善
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
広
聴
」

の
方
は
よ
り
い
っ
そ
う
力
を
入

れ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

是
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へようこそ
　5月25日(月)成仁小学校3年生48名、6月29日(月)上川口小学校3年生13名、7月3日(金)遷
喬小学校3年生44名が、議場見学に来てくれました。実際に議場の席に座り、子どもたちや先生
で模擬議会のように挙手をして質問を行ったりしました。
　議場の雰囲気を肌で体感するとともに、何をここで話し合い、どんなことが決められているか
を少しお話ししました。議場見学は、どなたでも可能ですので、ぜひ議会事務局へお問合せの上、
お越しください。これからも議会を身近に感じてもらう体験機会を議員一同作ってまいります。

※議場見学は受け入れ可能です。
　議会事務局へお問い合わせください。

　手話通訳者・要約筆記者の派遣を希望される方は、事前に所定の用紙に必要事項を記入の
上、市議会事務局へ提出してください。
　申請書は、福知山市議会ホームページからもダウンロードできます。

　議場内の発言を音声認識ソフトで自動的に文字に変換してモニターに表示します。（自動変
換であり、誤変換が生じることをご了承ください。）

お問い合わせ
フォーム
▼

手話通訳・要約筆記による本会議・委員会の傍聴ができます。

本会議の傍聴席には、傍聴される方の聞きやすさ、分かりやすさを
支援するための設備があります。

待ってます

成仁小学校3年生 上川口小学校3年生 遷喬小学校3年生

お
知
ら
せ



8月28日（金）　本会議 
9月  8日（火）　本会議
　　　　　　 （一般質問）
  　  9日（水）　本会議
　　　　　　 （一般質問）
　  10日（木）　本会議
　　　　　　 （一般質問）       
　  11日（金）　各所管別委員会  
　  14日（月）　予算審査委員会               
　  15日（火）　予算審査委員会
　  24日（木）　本会議　採決

　　 25日（金）　決算審査委員会 
　　 28日（月）　決算審査委員会
　　 29日（火）　決算審査委員会
10月  7日（水）　決算審査委員会
　　　　　　　（総括質疑）       
　　　8日（木）　決算審査委員会
　　　　　　　（自由討議）  
　　 19日（月）　決算審査委員会
　　　　　　　（政策提言）                
　　 26日（月）　決算審査委員会　採決
　　 29日（木）　本会議　採決

広告

議
会

だ
よ

り
N
o.154

●
発

行
日

／
令

和
8年

8月
  　

　
　

    ●
発

行
／

福
知

山
市

議
会

　
●

編
集

／
広

報
広

聴
委

員
会

福
知

山
市

字
内

記
13の

1　
　

　
　

 　
TEL.0773（

24）7031　
FAX.0773（

24）7080 

次回の議会だよりに掲載の有料広告を募集しています。詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで

福知山市議会
9月定例会 8.28金

開始時刻：午前１０時
10.30金

議会期間
▶︎▶▶︎▶▶▶

過去を知り、
未来をつくる
白熱の決算審査

どなたでも傍聴できます
本会議は市役所６階、委員会
は５階へお越しください。会
議の模様は映像配信します。
ぜひ、ご覧ください。詳細は
福知山市議会ホームページを
ご覧ください。

次回予告


